








目的 

研究者らは昨年度、静岡県下の病院にアンケート調査を行い、低出生体重児の出生頻度が

年々増加して来ている事を示した。また昭和 58年以降母体搬送が広まりつつある事を示し

た 1)。しかしβ2刺激剤である塩酸リトドリンが昭和 61 年以降一般に導入され、低出生体

重児の出生が減少しつつある事も予想される。そこで再度昭和 61 年についても同様のアン

ケート調査を行い、低出生体重児出生率の動向を集計解析した。 


